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国際鉱床学連合策8回集会(IAGOD-gO)の報告

福原舜三工)

まえがき

国際鉱床学連合(IntemationalAssociati㎝ontheGe-

n･･is･fO･･Dep･sits,IAGOD)集会は,4年に1度開か

れる鉱床学分野の重要な国際会議であり,同じく4年に

1度開催される万国地質学会議(Int･mationa1G･ologi･a1

Congress,IGC)の中間年に設置されており,今回で第8

回を迎えた.この集会に対する我が国からの出席者も多

く,その内容はその都度r鉱山地質｣や本誌などに紹介

されている.最近5回の開催地,日本人出席者数,集会

の報告者などは次の通りである.

第4回(1974年):バルナ,ブルガリア7名

(佐々木,1975)

第5回(1978年):スノｰバｰド,ユタ(米)13名

(IAGOD小委,1979)

第6回(1982年):ツピリシ,ソ連4名

(堀越,1982)

第7回(1986年):ルレオ,スエｰデン8名

(渡辺･鹿園,1986;石原,1987)

策8回(1990年):オタワ,カナダ11名

今回はカナダのオタワ市で約600人の参加規模で行われ

た.会議の正式報告は学術発表を中心として別に澁江ほ

か(1990)により行われる.ここでは,2年後にIGC-92

を京都で開く時期に当る折から,国際集会を開く立場か

らの評価を主体に報告してみたい.

会場について

IAGOD-90はカナダの首都,オタワ市(写真1)のカｰ

ルトン大学校舎で行われた(本会議:8月12-17日,野外巡

写真1

空からみるオタワ中心街.パｰリメソトの手前はショッピングやビジネス街.右手に博物館,ホテル街,コソベソジョ

ソセンタｰ,マｰケットなどがある.

1)地質調査所所長

キｰワｰド:IAGOD,鉱床学,国際会議,オタワ
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写真2会場とたったカｰルトン大学の表札.

写真3大学校舎と案内板.芝生が大変美しい.

検:8月5-11日,8月19-26日)､カｰルトン大学はオタワ

中心街の北方周辺部にあり,空港へは更に約9㎞の位置

にある.私は8月5日に到着Lたが,大学へはタクシｰ

を使うよう指示されていた.料金はチップを入れて15カ

ナダドル(以下ドルと略記,邦貨1,650円,@110円)で安価

と言えよう.

西欧では,大学キャンパスで学会がしばしば開かれる

カミ,その第一の利点は宿舎カミ安いことであろう.今回は

37ドル/日(朝食付き)であったが,もちろんバストイレ

は共用である.第二の利点として宿舎と討論会場との近

さがあるが,今回は各学都の主要講堂を会場としたため

に,1×2㎞くらいの区域に会場を求めて歩き回った

学会出席とたった.カｰルトン大学では長い雪の冬場に

備えて地下歩道が中央を走っている.期問中に雨が多

く,これは便利ではあったカミ,歩く距離は増加Lた.

一方,欠点としては中心街に対する不便さであろう.

オタワではパｰリメソト,博物館,マｰケットなど魅力

的な所が多い(写真1).そこで同伴出席者カミ多いカナダ

やアメリカの出席者達はホテル街から郊外のカｰルトン

大学へ“通勤"することとたる.実はオタワにも公立の

立派たコソベソジョソボｰルがあって,オタワ大学教授

で組織委員会の副会長でもあった服部恵子氏によると,

このホｰルを使う意見も相当に強かったそうである.経

済的にもこちらに移すことで登録料130ドルを10ドル程

度値上げすれば会場費も捻出できたとのことであった

が,最終的にはカｰルトン大学となった.いずれにして

も,像ほ無料の大学と同じ程度の借料で使える公立のコ

ソベソジョソセンタｰがあることは(実は北米の大一中都

市には大体揃っている),羨ましい限りである.

参加者について

IAGOD-90は8月に実施されたが,登録表･講演要旨

･事前登録費(130ドル)の送付,野外巡検参加申込みと

予約金(125ドル)の送付はいずれも同年1月1目であっ

た.

灘一難

鰯咀

姜萎､

写真4IAGOD-90の開会式風景.
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石原舜三

IAGOD-90の参加者は本会議569名,巡検のみ39名,

合計608名であった.参加国数は50カ国,国別上位は次

の通りであり,カナダからの出席者が49岩を占め,隣国

のアメリカ人が以外と少ない点が特色と言えるかも知れ

ない.

1)カナダ

2)アメリカ

3)ソ連

4)中華人民共和国

5)ドイツ

6)チェコスロバキア

296名7)オｰストラリア13名

80名8)日本12名

72名9)フィンランド,インド

26名スペイン,イギリス各11名

17名10)フランス,南アフリカ

14名各10名

一方,国際会議開催で常に問題となる欠席者数はどう

であろうか.組織委員会によると,まず1990年1月1目

の登録者は7η名であり,その8ヵ月後の会議に無断で

欠席した人は126名(16.3%),届けて参加を中止した人

が39名(5･O%)で,実に21島の申込み者が登録後に参加

していたい.無断欠席者は,ブルガリア(欠席率100%),

ソ連(65%),ブラジル(57%),ポｰランド(46%),イン

ド(45%)で目立つ.ついで中国(16形),アメリカ(11

%),残りは10宏以下で許容範囲と言えよう.これらの欠

席者は申込み時に登録料はもちろん入金しておらず,外

貨事情も背景にあるようである.

講演と展示について

講演申込みは外国人を主体として438件がacceptされ

た.そのうち発表に至ったものは265件(60.5%),中止

となった理由は(ユ)登録書類が未着90件(21%),(2)無届け

欠席であったもの67件(15%),参加できないと断って来

写真5総会時において無断欠席者対策として動議を提案したサング

スタｰ=プログラム委員長(中央)と社会主義国の事情説明をす

るJ.クチｰナ教授(左,チェコスロバキアから米国へ帰化).

写真6白壁カミ多く不評を買ったポスタｰ講演場.

たもの16件(3.7%)であったと言う.したがって今回の

IAGODでも昨年のIGC一ワシントンと近いくらいに講

演の中止があった.

この件は,8月15日夜の総会時に大きく取上げられ

た｡D.サングスタｰ=1プログラム委員長(カナダ)は無

断欠席者を防ぐ方法として次の提案を行い(写真5),承

認された.それは,アブストラクト提出時に,30米ドル

(今回の1件についての印刷費)を払い込む,払い込みがな

いものは印刷したい,参加者のこの金額は参加が確認さ

れた時点で登録料から差引く,と言うものである.他の

方法として,特に外貨枠規制のある国では所属長のサイ

ンをそえてアブストラクトを送る制度として,出席の確

実さをチェックするなどの提案があった.

発表め“アキ"はポスタｰセッション(写真6)で更に

目立った･これには62件が予定されていたが,発表され

たものは35件(56･5%)に過ぎなかった.発表予定者のボ

ｰドはタイトルと発表者名と共に放置されたので,白色

ボｰドが非常に目立ったのである.ちたみに空白のボｰ

ドを数えると,キャンセル者はソ連8,中国9,インド

5,ブラジル2,西欧1,カナダ1,国籍不明1であっ

た.

口頭発表件数は,国別には,カナダ68,アメリカ50,

ソ連19,中層とイノド各16,ドイツ10,日本とチェコス

ロバキア各9,南ア共和国7,オｰストラリアとフラン

ス各6であって,組織委員会は自国の発表をかなり押え

た形とたっている.

展示は国と州の地質調査所,鉱山会社が主体であり

(写真7),機器メｰカｰは皆無に近かった.地質図や文

献の即売も行われた.コアやサンプル展示も同一場所で

行われたために著名鉱山の地質を居ながらにして知るこ

とができ,常に多くの人を集めていた.4時半にはビｰ
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写真7展示場遠景(右上).その近景(左下).サンプルが多い点に注目(右下).小さな州であるが見事た展示場を設定したニュｰ

ファンドランドとラブラドｰル州地質調査所(左上).

ルの販売が行われたことも,人気に拍車をかけていた.

亙AGO皿役員会について

役員会は8月14日夜,長時間に亘り,R.W.ボイル会

長(カナダ)以下12名の役員(写真8)と3名のゲストが出

席して行われた.日本からの出席者は堀越叡副会長およ

び筆者であった.

まず,C.B.スクラｰ財務委員(米)から会計報告が

あり,1990年8月現在の残金は6,140米ドル,会費はこ

こ2年間は8米ドルに据置くこと,引退メンバｰに代る

新メンバｰを補充し会員確保に努めることの必要性だと

が,報告･提案された.J.アイヒラｰ事務局長(チェ

コスロバキア)から,IAGODNews1etter89発行だとの

活動(印刷費6000Kcs,@8円,邦貨48,OOO円)をチェコス

ロバキア地質調査所と同国国内メンバｰの寄金で実施し

た旨の報告と,1990年以降の活動に対する補助が要請さ

れた.

ゲスト出席の九州大学井澤英二氏から日本の対応国内

委員会である鉱床学専門委員会の事務局長の立場から,

1990年12月号

各国にIAGOD国内委員会を作りNationalmemberを

制度化し,その会費によりIAGODの活動を強化する旨

の提案がたされた.この提案は,M.シュテムプログ

(チェコスロバキア)副会長をチｰフとする4人委員会を設

けて前向きに審議されることとたった.

さて,今回の評議員会で議論が白熱したのは,IAGOD

の次期開催国に関するものである.この件は,昨年の

IGCワシントンの会合で北京開催で結着をみていたので

あるが,天安門事件,今夏のIMA会議の巡検における一

中国側の不手際などから,北京開催に対する不安が一気

に吹出し,次次回に予定されていたオｰストラリア,ブ

ロｰクンヒル開催案が次回案として急拠提出されたもの

である.

G.カウツキｰ前会長(スエｰデン)から前回のルレオ

開催以降のこの件に関する経過説明があった後,書面に

よってブロｰクンヒル開催案が提出され,li〕当地が鉱業

の中心であり,(ii〕講演･会場設備･巡検環境などが整っ

ていること,(固政治的にも安定していることが説明され

た.一方,中国側もより進んだ計画案を配布し,li〕オｰ

ストラリアは1988年に開偉を断念している,lii)IMA巡�
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写真8IAGOD-90の要人達.左からカナダのボイル会長,チ

ェコス回バキアのシテムプ回ック副会長,特別講演老

2名のうちの一人,カナダ地質調査所のJ.フランク

リ:■1

横でみられた不手際は2度と起きたい,㈹開催は中国政

府により承認され経済的不安はない点を強調L,予定通

りの開催を主張した.

2時間以上に亘るいろいろた角度からの検討の後,最

終的には投票となり,参加者が不安なく参加できる環境

作りρ条件と共に9:3で北京開催が決定された.長い一

日であった.各役員の発言のなかで興味深かったのは,

IAGOD創設者の一人であったチェコスロバキア地質調

査所のM.シュテムプ回クが,｢IAGODは原則的に東西

交互に開催されていたことだし…｣と議論のあとの方で

ぼそっと述べた点であり,東側主導とばかり思われる

IAGODも近年は西側主導に移行していることを明らか

に示しており,最近の東西関係緩和をIAGODは先取り

していた感を受けた.

亙AGO映94の予告について

以上のようにして決定されたIAGOD-94は中国地質

破産部の地質科学院の主導権のもとに,1994年6月28日

'7月4目北京の新しい国際会議場で開かれる.提出さ

れた計画書によると,各省庁問の協力体制は出来上り,

盛りだくさんの内容から構成されている.

まず招待講演が6件,自国の中国の中国地質科学院の

ほか,チェコスロバキア,オｰストラリア,アメリカ,

カナダ,ソ連の“地質調査所"へ依頼される(残念ながら

日本やアジア諸国は入っていない)｡IAGODの分科会は全て

討論会に取上げられる.この分科会はIAGOD-86(ルレ

オ)で数多く承認されたため現在では10件とたっている

(澁江ほか1990参照).他に独自のトピックスが6件程度

討論会として予定されている.

野外巡検は15ルｰトが計画されている.その多くは華

東であるが,内陸や西域の巡検もふえており,下記のよ

うに大変興味深そうたものが多い.

1)山東省の先カンブリア紀変成岩,花崩岩,鉄鉱

床と金鉱床

2)内モンゴル,パイユン･オボのREE-Nb-Fe鉱

床と金鉱床

3)東北部,遼寧省の鞍山型鉄,ボロン,マグネサイ

トとダイアモンド鉱床

4)山西省のホｰフィリｰMo鉱床とAu鉱床

5)桂林のカルスト地質と大蔵Sn参金属鉱床

6)桂林のカルスト地質と湖南省のW,Sn,Pb-Zn,

レアメタル鉱床

7)楊子江中一下流部のFe,Cu,S鉱床

擦縫箔賎嚢灘蟹濠

写真9

集会最終日のお別れレセ

プションの風景.役員は

バグパイプ演奏の先導で

席に着いた.
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艦

写真11

カナダ地質調査所が参加老に無料で配付した出版物の一部､左上:北極圏の調査･研究支援体制を紹介するパンフレットの表

紙,上中:EMRの季刊誌(37べ一ジ)の表紙,右上:一般大衆向け鉱物の解説用パンフレット(部分),左下:ウィスコンシ

ン(ウルム)氷期の氷河分布図,右下:カナダの地質図(フランス語版).

8)江西省南部のタングステンとレアメタル鉱床

9)広東省のPb-Zn参金属鉱床

10)湖南省のSbおよびW-Sb-Au鉱床

11)甘粛省のCu-Pb-Zn塊状鉱床とCu-Ni鉱床

12)雲南省のSn参金属鉱床

13)四川省のTi磁鉄鉱鉱床

14)新彊ウィグル自治区のレアメタルペグマタイトと

塩湖

15)山西省の先カンブリア紀ホｰフィリｰCu鉱床と

Cu塊状硫化物鉱床

あとがき

今回のIAGOD-90は,会場はカｰルトン大学では

あったものの,集会の準備はカナダ地質調査所カ沖心と

たっておこなった.科学プログラム,出版,野外巡検だ

と主要な実務の役員はカナダ地質調査所の研究者カミ担当

し,14冊の野外巡検ガイドもカナダ地質調査所のオｰプ

ンファイルシリｰズとして出版された.

参加者にはカナダ地質調査所からのおみやげとして,

カナダ地質図(1/5,O00,000.1989年版),鉱物資源図(1/

7,603,200.1989年版),要覧のほか,10点に達する印刷物,

ラスタｰバッチだとカミ無料配布された.カナダ地質調査

所なくして,IAGOD-90は成立したかったと言って過言

ではたい.

終りに統計資料を送って下さったIAGOD-90組織委

員会に謝意を表したい.
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